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琉 球 横 笛 の ル ー ツ ？

中国音楽史 樂器篇（上）によれば 「今笛即古称之横吹唐詩所謂羌笛也、

後亦称横笛原流行於西北地区漢武帝（公元前１４０～公元前８７年）入傳中

国長安後漸及全国為民間最普遍使用之楽器之一 」。

いまの笛は、昔横吹と言っていました。唐代の詩人達は羌笛といいましたが、

漢の武帝（ＡＤ１４０～ＡＤ８７年）の頃、都長安に伝わり、徐々に全国の民間

にあまねくゆきわたった楽器の一つです。

※ 羌笛＝中国西部の小数民族（チベット系遊牧民）の吹く竹笛。

「通常之笛以竹管制成上開吹口孔及膜孔各１按指孔６能吹出両組音音

色柔美明朗吹孔按孔間之膜孔貼以透明之葦膜後吹音更得悠揚、高静、清脆、

明亮之聲音近端又有２笛孔以穿縄懸掛」

普通笛は竹で作ります。上の方に吹口（歌口）と膜孔（響き孔）がひとつずつ

あり、指で押す孔（指孔）が６，２組の出音孔からなめらかで柔らかな音色が流

れ、歌口と指孔の間にある響き孔に透明な葦の竹紙を貼ると、ゆるやかで高く静

かですがすがしい明亮な音色（音程をごくわずかに震わせる東洋的音楽奏法）が

流れるのです。端にある笛孔（飾り孔）には装飾用の紐や房を掛ける時に使われ

ます。

「常見之笛有曲笛、笛両種曲笛用於伴奏菎曲地方戯曲如紹劇、桂劇、浙

江甌劇（温州亂彈 、柳子劇、大弦子劇及内蒙古「２人臺」等或合奏在南方流）

、 、 、 、行最廣又蘇州 市笛或班笛；笛短於曲笛主要流行於北方為笙 管 吶

笛等為主之吹歌會之合奏楽器之１及評劇、子劇之伴奏用及獨奏用 」。

普段見られる笛には、曲笛と笛の２種類があります。曲笛は菎曲の伴奏に使

われ、地方戯曲の紹劇のように桂劇、浙江甌劇（温州亂彈 、柳子劇、大弦子劇）

や内蒙古の２人台などの合奏。これらは、南方で広く流行しています。また、曲

笛は、蘇州・市笛・班笛とも言われます。笛は曲笛より短く主に北方で流行し

ており、笙・管（洞簫 ・吶・笛などは、演奏会などの合奏楽器のひとつと）

して又はコンクールも行われ、子劇の伴奏や独奏にも使用しています。

※ 菎曲＝中国の古典的な舞台演劇である戯曲の一形式。曲調は流麗で曲折に富

み、伴奏には笛・笙・太鼓・琵琶等が用いられ演技は風格があり優美で

舞踏性が強い。
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※ 戯曲＝劇の上演のために書かれた脚本。セリフに人物の動作や舞台効果など

演出に関する注意（ト書き）を加えたもの。

※ 紹劇＝戯曲を受け継いだ地方劇（芝居）？

※ 浙江甌劇（温州亂彈）＝浙江（長江下流の南にある農耕地帯）の壺に関する

芝居？。温州（浙江省の東シナ海に面した港湾都市）甌江流域の茶・ミ

カンなどの集散地に関する芝居？。

「蘇南吹打曲用之曲笛多小工調（Ｄ調）與正工調（Ｇ調）與小吶合奏時

偶亦用到Ｆ調茲列曲笛笛式及Ｄ、Ｇ、Ｆ３調中按指指位圖如下」

南方（南曲）での曲笛は小工調（Ｄ調）と正工調（Ｇ調）が多く、偶に小吶

と合奏するときＦ調を使います。そこでそれらの曲笛の標準的規定とＤ、Ｇ、Ｆ

３調の指孔の押さえ方を下の図に示します。

※ 緩吹＝ゆっくり吹く。唇に歌口の形がきざみ込まれるほど歯の方に横笛を押

し込めると、物理的には顎を引いた形となり下唇の軟らかい部分が歌口

に覆いかぶさるようになります。下唇の内側のやわらかな部分に振動を

与えるとような気持ちでゆるやかに（ゆっくり）吹けば唇の振動で力強

い低音が鳴り響きます。



- 3 -

※ 急吹＝唇を横に引くようにして細く凝縮された鋭い息を低音よりも速く（強

く）歌口のへりの上の方に吹き付けると唇の振動が少なくなり高い音が

出ます。

※ ↑の符号は４分の１音上昇せよと言う表示。カリ気味に少し高めること。

※ ↓の符号は４分の１音下降せよと言う表示。メリ気味に少し低くすること。

※ 薛宗明・著『中國音樂史 樂器篇（上 』３８８頁の原文を意訳。）

中国の音楽は、北の音楽と南の音楽に大別される。

北方系では、横笛のことに「 」とも言い、漸次「 」とも呼ばれ、南方heng-ti ti
系では、横笛のことに横簫「 」とも言う。沖縄の古老たちは、横笛のこheng-xiao
とに「はんしょう」といった。笛( )ではなく簫( )といっている。とすれば、ti xiao
琉球横笛のルーツは、北方系ではなく、台湾や東南アジアなどにも伝わっている

南方系だと考えられる。

。 、琉球王国時代琉球から中国に派遣される留学生のことに官生といった 官生は

中国皇帝から優遇された。琉球王府からの学費もあるが、中国政府からもその待

遇について明文の規定があり、日常品を整えることはもちろん、従者まで従えて

の講義だ。学ぶ場の国子監は、中国の王侯貴族や、新羅、百済などの王族も学ん

でいるエリートの場。琉球の官生制度が始まったのは１３９２（洪武２５）年中

山王察度が王子や陪臣の子の貴公子を送った。明代の成績は悪い。長期の修学に

も耐えられず失敗となる。そこで出てきたのが、中国から帰化した子孫の久米人

の派遣だ。１４８２（成化１８）年から３２０年も続いている。が、それもまた

ひずみが出てきた。帰化人も時代を経るにつれ、琉球人化してきた。官生として

派遣されても、長期の滞在に耐えられず、琉球への郷愁ばかりが増す 「年老い。

た親が待つている 「まだ妻がいない 「今まで学んだことを国で早く生かした」 」

い」ーさまざまな口実をつけ、中途で国子監を去った。成績がいいはずもない。

この改革に取り組んだのが官生騒動だ。………

琉球新報社・編『琉球漢詩の旅』１３頁より

北京の国子監で学ぶ特権階級のエリートによる留学生（官生）に対して福建の

柔遠駅（琉球館）に滞在して自費留学（勤学人）は、常時武器を携帯している武

人に対して身に寸鉄も帯びない商人から護身術として学んだのが空手といわれる

が、王候貴族が学んだ国子監の政治学と異なり、実学（空理・空論でない実践の

学問）を学び、福建の生活文化、民間の習俗、民族の伝承文化を身につけて帰国

していった。横笛のルーツも然り。


